
 

 
 

 

 

 

 

 

 ２月３日 (月 )に、中学校全校生徒が「野鳥教室」に参加しました。講師に大洲

市在住の方を迎え、双眼鏡の使い方や野鳥観察をする時のマナーを教えていただ

いた後に、上大野地区へ向けて出発しました。上空には、クマタカやハイタカな

どの野鳥が飛行していて、野鳥を発見する度にその姿を見逃すまいと、各々が双

眼鏡を手に取って、観察をしていました。  

 当日は、14 種類の野鳥を観察することができ、日吉の自然環境が豊かだから

こそ、たくさんの野鳥が飛行していることも教えていただきました。これからも、

この豊かな日吉の自然を守っていこうと、改めて考えさせられた「野鳥教室」に

なりました。講師の方のお声掛けで「野鳥教室」を実施することができたことを、

心より感謝します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月 21 日 日吉小・中学校区地域学校協働本部発行  



 

 

１月 27 日 (月 )に、(株 )日吉農林公社の職員の方の案内で、小学３･４年生が三

島地区にある「葛川製材所」を訪れました。今回の森林教室は、前回、市場で買

い取った丸太が、建築材料として加工されるまでの流れを見学することが目的で

した。  

 まず、フォークリフトに乗って丸太を運び、皮むき機に投入して樹皮をはがし

ます。次に、皮がはがれた丸太を別の機械にかけて、形を整えていく工程を見学

させていただきました。児童たちは、機械と機械音の大きさに圧倒されながらも、

しっかりと作業の様子を見学しました。見学したのは一部でしたが、この後にも

いろいろな工程を経て、完成に至ることを教えていただきました。  

 町内の大工さんにもお越しいただき、事前に準備していただいたミニチュアの

家･ダルマ落とし･コマのパーツを使った組み立てやカンナ削りの体験もさせて

いただきました。初挑戦にもかかわらず、上手にカンナ削りをする児童もいまし

た。  

 当日は雨が降っていて、気温がぐっと下がっていましたが、日常では体験でき

ない活動をさせていただいた貴重な森林教室になりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 29 日 (水 )に、日吉公民館で、中学２年生が「四万十街道ひなまつり」に

展示するお雛様作りを実施しました。今回は、明星ヶ丘いきいき会の会員の方に、

ハマグリを使ったお雛様の作り方を教えていただきました。ハマグリに、頭髪と

着物の部分になる布を張り付けていき、お雛様を飾る額縁にも飾り付けをしまし

た。当日に、全ての作業を完成させることを目標としていたのですが、細かい作

業に生徒たちは苦戦を強いられたので、次回のお雛様作りの時に持ち越しになり

ました。次回は、お雛様を完成させた後に、他の会員の皆様と合同で、新たに雛

飾りを作る予定になっています。  

 地域の皆様、３月 22 日 (土 )～４月６日 (日 )まで開催される「四万十街道ひな

まつり」に、是非ともお越しください。  

 

 

 

 

 

 

 

 


